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災害発生情報の収集と情報共有
（土砂災害デ タベ ス）（土砂災害データベース）
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砂防部
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砂防部土砂災害データベース

都道府県、国交省等における災害報告の迅速化・省力化、災害関連緊急砂防事業等に係る災害都道府県、国交省等における災害報告の迅速化 省力化、災害関連緊急砂防事業等に係る災害
実態詳細調査の報告の共有化を目的としたオンラインデータベースシステムを構築しＨ２３．３から
運用中。

現地からの
状況報告

ブ ザ

直轄の砂防関係事務所
都道府県の砂防部局

土砂災害データベース 国総研サーバ

Webブラウザ上で入力

災害発生箇所の情報共有

本省

砂 国総研サ バ

https://www.sabo.nilim.go.jp/saigaidb/auth/

国総研

その他
関係機関関係機関
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砂防部土砂災害データベース 災害事例の検索

土砂災害検索画面土砂災害検索画面

報告種別、土砂災害種類、発生場
所 発生日時等を選択して検索所、発生日時等を選択して検索

土砂災害発生箇所ごとに情報
表示
（検索結果をCSV形式に出力
する とも ）することも可）

クリ クすることで災害箇所のクリックすることで災害箇所の
個別帳票を

３



砂防部出力例と将来イメージ

災害時リアルタイム情報収集システム将来将来帳票出力例 土砂災害発生箇所の詳細な情報をPDF
形式による帳票出力が 能

災害時リアルタイム情報収集システム将来将来帳票出力例
形式による帳票出力が可能

情報入力に都道府県砂防部局の協力を得ることで土砂災
害が発生した位置情報を地図上に自動プロットする仕組
みへ変更できる可能性がある。

リアルタイム災害プロット図（イメージ）
（例：台風１２号）

土石流
地すべり
がけ崩れ
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砂防部時間とともに拡大していく土砂災害の様子①
（2004年(平成16年)台風第23号での土砂災害）

土砂災害データベースに登録されている土砂災害を発生時間ごとに地図上へプロット

① ②

砂災害デ タ に登録されて る 砂災害を発生時間 とに地図 プ ット

土砂災害データベー
スには、災害発生箇
所ごとに発生時間、
発生位置など登録さ発生位置など登録さ
れている。それらの
情報から時系列ごと
に、発生箇所をプ
ロットした。

④

2004 10/20 06:00 2004 10/20 08:00

③ ④

2004 10/20 12:002004 10/20 10:00 ５



砂防部時間とともに拡大していく土砂災害の様子②
（2004年(平成16年)台風第23号での土砂災害）

⑥⑤⑤

10/20 12:00～
16 00の間に災害16:00の間に災害
が多く発生。

2004 10/20 16:002004 10/20 14:00
⑦ ⑧

2004 10/20 18:00 2004 10/20 20:00
広域の大災害時には発生箇所が時間とともに増加していく傾向または時間差を持って発生する場合がある。
→一地域での被災情報を他地域での事前防災活動に生かしうる。 ６



砂防部時間とともに拡大していく土砂災害の様子③
（2012年(平成24年)7月12日 熊本県阿蘇市での土砂災害）

① ②

阿蘇地域

2012 7/12 05:00 2012 7/12 06:302012 7/12 05:00 2012 7/12 06:30

③ ④③ ④

2012 7/12 08:00 2012 7/12 12:00
７



砂防部《参考》各種情報との活用案

・第１回検討会において、土砂法区域や危険箇所といった静的情報とリアルタイムでの降雨データの動的情第１回検討会において、土砂法区域や危険箇所といった静的情報とリアルタイムでの降雨デ タの動的情
報を組み合わせた危険度情報の活用が提案された。

・しかし、市町村が多数の土砂災害危険箇所について、雨域の移動を伴いきめ細かく避難勧告の発令・解除
を判断することは現実的に困難。

このため 分かりやすく重ね合わせた情報をＨＰやスマ トフォンを通じて配信し 消防団や自主防災組織・このため、分かりやすく重ね合わせた情報をＨＰやスマートフォンを通じて配信し、消防団や自主防災組織
など地域住民の自主避難を促す情報として活用してもらうことは出来ないか。既往の事例研究によれば消防
団等からの呼びかけが住民避難に効果的であった。

・リアルタイムでの近隣の災害発生状況についても配信できれば効果的。例えばツイッターなどのソーシャルリアルタイ での近隣の災害発生状況に ても配信できれば効果的。例えばツイッタ などのソ シャル
メディアの活用による災害関連情報の行政・住民の共有化の効果について今後検討が必要。

（スマートフォンを使った防災情報の活用イメージ）

地すべり 土石流急傾斜地 XバンドMPレーダ雨量情報（実況） 土砂災害危険度

11:52 PM

凡例

地す り 石流急傾斜地

11:52 PM

凡例

X ンドMPレ ダ雨量情報（実況）

11:52 PM

凡例

土砂災害危険度

８

危険箇所雨・土砂 その他

現在位置（GPSより取得）

警戒区域 特別警戒区域

危険箇所雨・土砂 その他

現在位置（GPSより取得）

危険箇所雨・土砂 その他

現在位置（GPSより取得）



砂防部

まとめ

土砂災害データベースで災害の位置情報や土砂災害デ タベ スで災害の位置情報や
状況が情報共有されていることから、この災害
発生情報が タイム 取得される と 発発生情報がリアルタイムに取得されることで発
生情報を活用した警戒への呼びかけができる生情報を活用した警戒 の呼びかけができる
可能性がある。

そのためには 土砂災害のポテンシャル情報そのためには、土砂災害のポテンシャル情報
と発生情報を明確に区分してわかりやすく伝え発 情報を明確 分 わ り す 伝
るとともに、発生情報を取得する体制などを検
討する必要がある討する必要がある。

９


